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　北信越5県（新潟県、長野県、富山県、石川県、

福井県）61市の市長が一堂に会する「第130回北信

越市長会総会」が5月～0日（火）・21日㈱とクロス10

で開催されました。総会は各県が提案した議案事

項について審議し、決議事項を国の各省庁に対し

て要望していくものです。

　第1日目の総会では、各県から提出された25議

案が上程され3つの分科会に付託され、引き続き

窮
欝
耀
匙
薄
謬
長
籔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会

第1分科会（行財玖文教等）、第2分科会（厚生．場

労働等）、第3分科会（建設・農林等）で審議され

5／25掲舞．平成9年
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　　　　　　〒948新潟県十日町市千歳町3丁目3番地

　　　　■編集／企画人事課広報広聴係

ま惨た。午後からは博物館、十日町駅周辺、織物

工場、当間高原リゾート「ベルナティオ」の視察

が行われました。第2日目の総会では分科会報告

などが行われ、次期開催地（石川県小松市）を決

定膣終了しました。

　総会は大正2年に金沢市において第1回目が開

力’れました。十日町市での開催は初めてですが、

昨年10月の「ベルナティオ」のオープン、今年3

月の「ほくほく線」の開業による北陸方面との交

流の拡大を進めようと、誘致したものです。
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目
標
年
度
は

　
　
　
平
成
1
9
年

　
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
（
第
7
次
十
日
町
市
総
合
計
画
）
が
、
5
月
1
5
日

㈱
に
開
か
れ
た
平
成
9
年
第
1
回
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
平
成
2
年
を
初
年
度
に
1
2
年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
長
期
発
展
計
画
に

基
づ
き
、
各
種
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
国
に
お
い
て
は
バ
ブ

ル
経
済
の
破
綻
に
よ
る
景
気
の
低
迷
、
様
々
な
交
流
に
よ
る
価
値
観
や
生
活
様
式

の
変
化
、
そ
し
て
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
や
人
ロ
減
少
、
高
齢
化
・
高
度
情
報

化
時
代
の
到
来
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
、
地
方
分
権
の
推

進
が
国
民
的
関
心
の
基
に
進
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
行
政
の
枠
を
超
え
た
地
域
連
携

を
機
軸
に
す
る
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
人
と
国
土
と
の
関
わ
り
を
描
く
新
し
い

全
国
総
合
開
発
計
画
の
策
定
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
で
は
昨
年
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン

し
、
こ
の
3
月
に
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
に
こ
れ

か
ら
の
地
域
問
競
争
を
生
き
抜
く
た
め
の
基
幹
条
件
が
整
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
地
域
振
興
の
大
き
な
契
機
が
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
で
は
、
高
齢

化
や
若
年
層
を
中
心
に
し
た
人
ロ
の
減
少
は
現
在
も
続
き
、
地
場
産
業
は
依
然
と

し
て
低
迷
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
分
権
に
伴
う
行
財
政
改
革
や
広
域
行
政
の
推
進
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
」
の
策
定
は
、
こ

の
よ
う
な
時
代
の
変
化
や
潮
流
を
的
確
に
と
ら
え
、
「
新
し
い
時
代
の
は
じ
ま
り
」

に
対
応
し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
中
・
長
期
的
に
展
望
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
十
日
町
2
0
0
5
年
委
員
会
、
市
民
と
語
る
日
、
市
民
検
討

委
員
会
な
ど
を
通
し
市
民
各
層
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
取
り
入
れ
、
総
合
計
画
審

議
会
の
審
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
構
想
の
議
決
を
受
け
9
月
に
は
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
実
施
計
画
に
基
づ
く
予
算
編
成
が
来
年
度
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
「
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
」
基
本
構
想
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

、

基
本
構
想
の
期
間

　
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
を
明
ら

か
に
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
目
標
と
施
策
の
大
綱
を
定
め
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
計
画
期
問
は
平
成
1
0
年
度
を
初
年
度
に
1
0
年
後
の
1
9
年
度
を
目
標
年

度
と
し
て
い
ま
す
。

　
理
想
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
市
の
最
大
限
の
努
力
と
市
民
の
深
い
理
解
と
積
極
的

な
参
加
・
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
が
行
政
の

計
画
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
や
関
係
団
体
の
活
動
の
指
針
・
共
同
の
目
標
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

理
念
・
将
来
都
市
像
・
墓
本
目
標

　
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
「
市
民
の
願
い
」
（
1
6
ぺ
ー
ジ
下
段
参
照
）
を
基
本

理
念
と
考
え
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
培
わ
れ
た
伝
統
・
文
化
を
大
切
な
財
産
と

し
て
磨
き
あ
げ
、
交
流
を
機
軸
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
生
き
生
き
成
長
す
る
活
力
あ
ふ
れ
る
快
適
な
都
市
環
境
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
段
に
示
し
た
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に
次
の
6
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
都
市
基
盤
づ
く
り

②
活
力
に
満
ち
未
来
を
拓
く
産
業
づ
く
り

③
豊
か
な
心
と
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り

④
安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

⑤
健
や
か
で
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
福
祉
社
会
づ
く
り

⑥
ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　　　　　　ま　ち

触ふれあいのまち



平
成
1
9
年
の

総
人
ロ
は
4
万
5
千
人
と
想
定

交
流
人
ロ
は
3
倍
の
9
0
万
人
目
指
す

定
住
人
ロ
・
世
帯
数

　
市
の
人
口
は
昭
和
5
0
年
を
ピ
ー
ク
に
、

そ
の
後
、
主
に
社
会
動
態
（
転
出
超
）

を
要
因
と
す
る
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
地
方
生
活
の
見

直
し
か
ら
、
若
年
層
を
中
心
と
す
る
社

会
動
態
の
減
が
鈍
化
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
目
標
年
次
（
平
成
1
9
年
）
の
人

口
は
、
故
郷
定
住
指
向
の
拡
大
と
市
の

定
住
化
施
策
の
積
極
的
な
展
開
に
よ
り
、

4
万
5
千
人
と
推
計
。
ま
た
、
年
齢
階

層
別
人
口
の
割
合
は
年
少
人
口
（
0

～
1
4
歳
）
1
4
・
4
％
、
生
産
年
齢
人
口
（
1
5

～
64
歳
）
61
・
6
％
、
老
年
人
口
（
6
5
歳

以
上
）
2
4
・
0
％
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、

　
世
帯
数
で
は
、

世
帯
程
度
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

（単位二人、世帯）人ロ及び世帯数等の見通し

鷹　欝 昭麹6鱗 霧載2黛 7蕪 鱗奪 19奪

鑑國総数 48，005 46，278 44，728 44，700 45，000

鐸
齢
階
屠

蕪糞鐵飼
鰹遜4歳

10，726

（22．3％）

8，869
（19．2％）

7，287
（16．3％）

6，600
（14．8％）

6，500
（14．4％）

墾産無齢澱麹

玉騨財麟歳

30，899

（64．4％）

29，814

（64．4％）

28，471

（63．7％）

27，700

（62．0％）

27，700

（6L6％）

懸離鉄麟
麗歳一

6，380
（13．3％）

7，595
（16．4％）

8，970
（20．1％）

10，400

（23．3％）

10，800

（24．0％）

鍵　幕　数 12，482 12，506 12，794 13，000 13，500

羅鞭お懸懸瞬 3．85 3．70 3．50 3．44 3．34

お
よ
そ
4
人
に
一
人
が
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

　
一
世
帯
あ
た
り
人
員
が
3
・
34
人
、
総
世
帯
数
は
1
3
、
5
0
0

交
流
人
ロ

　
多
様
な
価
値
観
や
余
暇
時
間
の
増
大

に
よ
り
、
2
1
世
紀
に
は
人
・
物
・
情
報

の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
流
人
口
の

増
加
が
定
住
人
口
の
増
加
に
も
結
び
つ

く
も
の
と
と
ら
え
、
産
業
や
雇
用
な
ど

に
も
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
交
流
人
口

の
増
加
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
そ
し
て
、

目
標
年
次
に
は
現
在
の
交
流
人
口
の
約

3
倍
に
あ
た
る
9
0
万
人
の
交
流
人
口
を

目
指
し
ま
す
。

（単位二万人）交流人ロの見通し
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産
業
構
造

　
市
の
経
済
状
況
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
や
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
な
ど
に
よ
る

長
期
的
な
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
」
や
高
速
交
通
網
・
情
報

通
信
網
の
整
備
に
よ
り
企
業
立
地
や
産

業
の
高
度
化
な
ど
が
推
進
さ
れ
る
た
め
、

景
気
動
向
は
次
第
に
上
向
く
も
の
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
産
業
構

造
は
ま
す
ま
す
第
3
次
産
業
へ
の
比
重

が
高
ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
第
－
次
産
業
は
ゆ
る
や
か
に
就
業

者
数
の
減
少
が
続
き
、
第
2
次
産
業
は

就
業
者
・
就
業
割
合
と
も
ほ
ぼ
横
ば
い

を
続
け
る
も
の
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

土
地
利
用

（単位＝人）就業者数の見通し

匿　灘 聡騰麟1 繋燐簿嚢 繁難 欝難 欝難

総数 25，085 24，804 24，610 24，700 24，700

第玉灘
i薩　業

3，546
（14．1％）

2，499
（10．1％）

2，198
（8．9％）

2，000
（8．1％）

1，800
（7．3％）

第馨灘
趨　業

11，678

（46．6％）

11，834

（47．7％）

11，044

（44．9％）

11，000

（44．5％）

11，000

（44．5％）

第霧灘
i産　業

9，861
（39．3％）

10，471

（42．2％）

11，368

（46．2％）

11，700

（47．4％）

11，900

（48．2％）

　
土
地
は
現
在
・
将
来
に
わ
た
り
有
限
な
資
源
で
あ
り
、
市
民
生
活
を
は
じ
め
す

べ
て
の
活
動
の
共
通
の
基
盤
で
す
。
限
ら
れ
た
土
地
を
有
効
に
活
用
し
公
共
の
福

祉
を
優
先
さ
せ
る
た
め
、
土
地
の
投
機
的
取
引
を
抑
制
し
、
豊
か
な
自
然
と
の
調

和
や
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
長
期
的
な
視
点
で
、
計
画
的
な
利
用
を
進
め

ま
す
。

①
機
能
的
で
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

　
　
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
環
境
や
景
観
に

　
配
慮
し
た
計
画
的
・
効
果
的
な
利
用
を
図
り
ま
す
。

②
う
る
お
い
の
あ
る
農
村
地
域
の
形
成

　
　
平
坦
地
で
は
優
良
農
地
の
確
保
と
保
全
、
景
観
・
環
境
な
ど
に
配
慮
し
た
総

　
合
的
な
整
備
を
、
山
間
地
域
で
は
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
な
ど
を
前
提
と
し

　
た
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

③
地
域
性
を
生
か
し
た
自
然
環
境
の
形
成

　
　
信
濃
川
の
流
量
確
保
、
森
林
の
無
秩
序
な
開
発
防
止
、
リ
ゾ
ー
ト
及
び
周
辺

　
地
域
で
は
自
然
と
調
和
し
た
開
発
を
促
進
し
ま
す
。

次
ぺ
ー
ジ
か
ら
は
基
本
目
標
に
基
づ
い
た
施
策
の
大
綱
で
す
。

市像都来将

しさやさ
ちまののもきと雪触
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都
薦
墓
盤
翁
饗
頓

　
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

都
市
空
間
を
創
出
し
、
快
適
で
魅
力
あ
る
都
市

基
盤
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
高
規
格
道

路
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
幹
線
道
路

網
や
生
活
道
路
網
を
計
画
的
に
整
備
し
、
交
通

利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

①
社
会
活
動
を
支
え
る
交
通
網
の
整
備
促
進

・
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
と
広
域
的
視

　
野
に
立
っ
た
道
路
網
の
整
備

・
国
県
道
や
幹
線
道
路
の
整
備
と
地
域
特
性
に

　
あ
っ
た
雪
国
道
路
の
整
備

・
市
街
地
の
交
通
緩
和
に
向
け
、
市
道
高
山
太

　
子
堂
線
の
整
備

・
十
日
町
駅
周
辺
の
交
通
拠
点
機
能
整
備

②
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
基
盤
整
備

・
駅
東
側
は
魅
力
あ
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

　
た
め
、
商
業
基
盤
施
設
・
交
流
拠
点
整
備
に

　
努
め
る
。
西
側
は
良
好
な
住
宅
地
と
文
化
施

　
設
が
一
体
と
な
っ
た
地
区
を
整
備
し
、
均
衡

　
の
と
れ
た
市
街
地
を
整
備

・
公
園
緑
地
は
総
合
公
園
の
整
備
と
市
街
地
の

　
緑
地
の
充
実
、
農
村
地
域
は
地
域
資
源
の
活

　
用
と
合
わ
せ
た
公
園
整
備

・
十
日
町
ら
し
い
景
観
の
整
備

③
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

・
各
種
法
律
に
基
づ
き
策
定
し
て
あ
る
計
画
の

　
推
進
と
総
合
的
な
土
地
利
用
計
画
の
策
定

・
国
土
調
査
の
再
開
と
地
図
整
備

灘

　
伝
統
あ
る
織
物
業
と
農
業
は
基
幹
産
業
で
あ

り
、
高
付
加
価
値
化
や
特
産
化
、
新
た
な
商
品

開
発
な
ど
、
個
性
化
を
支
援
し
、
地
場
産
業
の

高
度
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
若
者
に
人
気

が
あ
る
第
3
次
産
業
や
新
分
野
の
産
業
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
の
活
性
化
を
目
指
し

た
事
業
な
ど
を
支
援
し
、
産
業
基
盤
の
し
っ
か

り
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
近
代
化
に
よ
る
新
し
い
農
林
業
の
振
興

　
〈
農
　
業
〉

・
生
産
基
盤
整
備
の
推
進
や
新
技
術
の
導
入
に

　
よ
る
生
産
性
の
高
い
農
業
の
確
立

・
地
域
生
産
組
織
や
中
核
農
家
の
育
成
確
保

・
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

・
地
域
特
性
を
生
か
し
た
通
年
営
農
・
複
合
経

　
営
化

・
農
村
地
域
へ
の
定
住
促
進

　
〈
林
　
業
〉

・
優
良
大
径
材
の
産
地
化
の
推
進

・
収
益
性
の
高
い
作
目
生
産
の
展
開

・
広
葉
樹
林
の
育
成

②
活
力
と
創
造
性
の
あ
る
工
業
の
振
興

　
〈
織
物
業
〉

・
時
代
に
即
応
し
た
新
た
な
商
品
の
研
究
・
開

　
発
の
促
進

・
新
し
い
分
野
へ
の
進
出
や
、
新
し
い
素
材
へ

　
の
応
用
・
研
究
の
促
進

・
後
継
者
の
確
保
と
人
材
育
成

　
〈
そ
の
他
製
造
業
〉

・
企
業
誘
致
の
促
進

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
、
異
業
種
交
流
の

　
支
援

③
活
気
に
満
ち
た
商
業
の
振
興

　
〈
市
街
地
商
店
街
〉

・
人
が
集
ま
り
交
流
、
回
遊
で
き
る
商
店
街
づ

　
く
h
ソ

・
商
店
街
独
自
の
経
営
戦
略
の
展
開

　
〈
周
辺
商
店
街
〉

・
商
店
の
集
約
化
の
促
進

④
雇
用
の
安
定
と
人
材
の
確
保

・
U
タ
ー
ン
、
ー
タ
ー
ン
情
報
の
発
信
と
受
け

　
入
れ

・
障
害
者
、
高
齢
者
の
雇
用
対
策

・
人
材
育
成
機
関
の
充
実

・
職
場
環
境
の
改
善
の
促
進

　
　
創
遷
幌
健
欝
麟
澱
嚢
く
ゆ

　
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
が
豊
か
な
心
と
創
造

性
に
富
み
、
新
し
い
持
代
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
環
境

の
整
備
を
は
じ
め
、
生
涯
学
習
の
視
点
に
立
っ

た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
根
ざ
し
た
創
造
的
な
芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進
し
、
人
問
味
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
学
校
教
育
の
充
実

・
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
の
た
め
、
保
護
者
へ

　
の
学
習
機
会
の
拡
充

・
幼
稚
園
、
保
育
園
と
学
校
と
の
連
携
強
化

・
き
め
細
か
い
教
育
、
指
導
体
制
の
充
実

・
学
校
規
模
の
適
正
化
な
ど
教
育
環
境
整
備

・
障
害
児
に
や
さ
し
い
教
育
の
充
実

・
高
等
学
校
の
環
境
整
備
へ
の
協
力
と
学
校
開

　
放
な
ど
の
促
進

・
高
等
教
育
機
関
の
設
立
、
誘
致

②
社
会
教
育
の
充
実

・
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
施
設
の
整
備
と

　
有
効
活
用

・
生
涯
学
習
社
会
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

　
く
り

・
情
報
館
の
建
設
及
び
広
域
と
の
連
携

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
に
よ
る
青
少
年

　
の
健
全
育
成

③
芸
術
・
文
化
の
振
興

・
文
化
協
会
連
合
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
、

　
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
芸
術
鑑
賞
の
機
会
や
発
表
の
場
の
提
供
と
拡

　
大
・

・
既
存
施
設
の
有
効
活
用
と
整
備

・
文
化
財
の
保
護
と
活
用

・
火
焔
土
器
の
情
報
発
信
と
「
火
焔
の
都
構
想
」

　
の
実
現

④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
施
設
の
整
備
と
有
効
活
用

・
各
種
大
会
な
ど
の
誘
致
や
相
互
交
流
の
促
進

・
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
よ
る
生
涯
ス

　
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
体
制

　
の
充
実

　
す
べ
て
の
市
民
が
、
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
生
活
環
境
の

質
的
な
向
上
と
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
な
居
住
環
境

の
整
備
を
進
め
、
様
々
な
災
害
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
快
適
な
雪
国
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備

・
渇
水
に
負
け
な
い
安
全
で
安
定
し
た
水
道
事
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業
の
展
開

・
公
共
下
水
道
区
域
の
拡
大
と
効
果
的
な
手
法

　
に
よ
る
下
水
道
の
普
及
促
進

・
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と
、
負
担
の
公
平

　
を
原
則
と
し
た
処
理
コ
ス
ト
の
検
討

・
し
尿
の
処
理
量
減
少
に
伴
う
収
集
体
制
の
確

　
立

・
広
域
斎
場
の
整
備

②
暮
ら
し
を
守
る
環
境
、
防
災
対
策
の
確
立

・
自
然
環
境
保
全
の
啓
発
と
公
害
対
策
の
充
実

・
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
推
進
に
よ
る
清
潔

　
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・
交
通
安
全
対
策
、
防
犯
対
策
、
消
費
者
行
政

　
の
充
実

・
消
防
、
救
急
体
制
の
充
実

・
治
山
治
水
事
業
の
推
進

・
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
防
災
対
策
の
強
化

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
雪
国
環
境
の
整
備

・
道
路
除
雪
体
制
の
強
化
と
堆
雪
場
の
確
保

・
水
資
源
確
保
に
よ
る
流
雪
溝
の
計
画
的
な
整

　
備

・
核
家
族
化
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
公
的
住
宅

　
の
整
備

・
若
年
層
の
受
け
入
れ
住
宅
の
供
給
促
進

・
高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た
克
雪
住
宅
の
普
及

　
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
覇
鐵
議
総
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

あ
鷹
犠
懸
福
祉
機
餐
釜
難
壌

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
よ
う
、
各
年
代
期
に
応
じ
た
総

合
的
な
健
康
づ
く
り
と
、
安
心
し
て
保
健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
健
康
管
理
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
自
立
と
自

助
を
基
本
に
、
や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
に
支
え

ら
れ
た
温
か
み
の
あ
る
福
祉
基
盤
の
整
備
を
図

り
、
生
き
が
い
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

①
健
康
づ
く
り
と
保
健
体
制
の
充
実

・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
「
す
こ
や
か
エ
コ
ー

　
運
動
」
の
展
開

・
各
種
健
康
審
査
、
健
康
相
談
、
訪
問
指
導
の

　
充
実

・
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
推
進

②
医
療
体
制
の
充
実

・
関
係
医
療
機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化

・
医
療
施
設
な
ど
の
整
備

・
診
療
科
の
充
実
と
医
師
及
び
医
療
従
事
者
の

　
確
保

・
在
宅
総
合
シ
ス
テ
ム
の
構
築

③
人
に
や
さ
し
い
生
涯
福
祉
の
推
進

・
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
の
充
実

・
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
施
設
整
備

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
地
域
福
祉
づ
く
り

　
の
推
進

・
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
総
合
拠
点
施
設
の
整

　
備
推
進

・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
（
障
害
者

　
福
祉
、
住
環
境
整
備
支
援
）

・
保
育
所
の
特
別
保
育
を
は
じ
め
と
し
た
子
育

　
て
支
援
の
充
実

馨
瀟
辮
響
隙
曝
ー
響
額
羅
碕
　

　
地
域
固
有
の
資
源
で
あ
る
豊
か
な
自
然
や
地

場
産
業
、
伝
統
文
化
、
食
文
化
な
ど
を
最
大
限

に
活
用
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

交
流
の
活
発
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
拡
充
に
努

め
、
地
域
全
般
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
、
来
訪
者

と
市
民
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

①
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興

・
「
き
も
の
」
と
「
雪
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち

　
づ
く
り
の
推
進

・
観
光
、
交
流
施
設
の
整
備
と
交
流
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
の
策
定

・
も
て
な
し
の
心
の
醸
成

・
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
と
利
雪
親
雪

　
事
業
の
推
進

・
地
域
特
産
品
の
発
掘
と
活
用

・
官
民
一
体
と
な
っ
た
推
進
体
制
の
整
備

②
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
拠
点
整
備

・
十
日
町
駅
を
起
点
と
し
、
ク
ロ
ス
ー
0
、
博
物

　
館
を
結
ぶ
エ
リ
ア
に
体
験
学
習
を
テ
ー
マ
に

　
し
た
「
き
も
の
、
雪
、
食
」
を
一
体
的
に
展

　
開
す
る
拠
点
ゾ
ー
ン
の
整
備

・
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
事
業
の
推
進

　
に
よ
る
、
広
域
連
携
と
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
化・

ま
ち
づ
く
り
や
拠
点
づ
く
り
、
交
流
へ
の
市

　
民
参
加
の
促
進
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織
の
確
立

③
リ
ゾ
ー
ト
と
の
連
携
強
化

・
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
と
の
連
携
に
よ
る
産
業
振
興

　
と
回
遊
性
の
確
立

・
独
自
の
情
報
発
信
ル
ー
ト
を
活
用
し
た
誘
客

　
活
動
の
展
開

・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
効
果
的
な
開

　
発
の
促
進

・
公
共
公
益
施
設
な
ど
の
誘
致

④
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

・
多
方
面
に
わ
た
る
交
流
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

交
流
活
動
の
支
援

・
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織

　
へ
の
団
体
や
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
集
促

進・
国
際
交
流
の
積
極
的
な
推
進

・
情
報
の
受
発
信
機
能
の
整
備

　
市
民
の
主
体
的
・
自
主
的
な
活
動
と
自
治
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
官
民
の
強
い
連
帯
感
と
信

頼
感
に
結
ば
れ
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
受
け

皿
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

計
画
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
基
本
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

①
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
の
推
進
と
男
女
共
同

　
参
画
型
社
会
の
形
成

・
市
民
参
加
の
機
会
の
拡
大

・
広
報
広
聴
活
動
の
充
実
と
情
報
公
開

・
女
性
の
政
策
決
定
の
場
へ
の
参
画
の
拡
大

②
行
財
政
の
効
率
化
と
計
画
行
政

・
柔
軟
な
組
織
体
制
の
確
立
と
行
政
情
報
化
の

　
推
進

・
職
員
の
育
成
と
効
果
測
定
シ
ス
テ
ム
の
確
立

・
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
財
政
基
盤

　
の
確
立

③
広
域
行
政
の
推
進

・
事
務
の
広
域
処
理
化
の
推
進

・
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
機
能
強
化
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環
境
の
美
化
は
市
民
の
手
で

第
1
回
十
目
町
ク
リ
　
ン
作
戦
実
施

　
　
第
1
回
十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
5
月
1
0
日
出
、
妻
有
大
橋
下
河
川
敷
を
メ
イ
ン

　
会
場
に
、
J
R
十
日
町
駅
、
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
周
辺
な
ど
市
内
の
数
会
場
で
一

　
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
4
月
1
日
か
ら
「
十
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

　
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
市
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
当
日
は
共
催
団
体
・
個
人
参
加
を
合
わ
せ
8
百
人
以
上
の
市
民
が
参
加
。
メ
イ
ン

　
会
場
で
は
午
前
9
時
に
本
田
市
長
が
「
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
、
リ
ゾ
ー
ト
の
オ
ー
プ

　
ン
な
ど
に
よ
り
、
今
後
十
日
町
に
は
外
か
ら
の
お
客
様
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら

　
の
人
た
ち
か
ら
十
日
町
は
き
れ
い
な
町
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
環
境
の
美
化
に
努
め
ま

　
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
み
袋
を
片
手
に
河
川
敷
一
帯
の
ご

　
　
　
　
　
薯

灘嚢耀融拶轡
畿

、覇
㎜
、

撒

騒
・

参
加
5
団
体
が

　
　
　
　
　
　
決
意
表
明

　
閉
会
式
で
は
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
ご

み
を
前
に
、
5
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
決

意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
親
子
で
参
加
し
た
水
野
三
枝
子
さ

ん
（
市
P
T
A
連
合
会
）
、
美
咲
ち
ゃ
ん
（
十

小
児
童
会
長
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
今
日
は

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
地
域
が
き
れ
い

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
冶
私
た
ち
も
地
域

に
戻
り
、
家
庭
や
P
T
A
行
事
を
通
し
て

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
に

協
力
し
ま
す
」
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
、

河
川
敷
が
き
れ
い
に
な
り
楽
し
か
っ
た
で

す
。
私
も
出
か
け
た
時
は
ご
み
を
持
ち
帰

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

、
議
ぐ
璽

ご
貌

、
響
灘

鞭
難

何
間
分
か
る
霧

　
　
藩
鰭
み
分
別
耀
イ
ズ
屡

　
タ
ツ
ー
ン
作
戦
当
瞬
．
閉
嚢
戴
の
鱒
癒

行
わ
鷲
瀧
蓼
鱗
霧
発
溺
タ
羅
翼
』
響
灘
。

意
外
庭
大
炎
螺
蕃
戦
磁
．
藩
供
滋
鞍
購
獲

解
鞍
羅
鱒
奮
し
潅
。

　
ざ
み
の
収
集
懸
は
．
分
則
の
悪
惑
辮
穣

ぽ
し
ぽ
闘
題
磁
癒
蓼
饗
騨
謙
載
。
懇
ひ
、

タ
食
蒔
鞍
謹
鷹
、
謹
家
族
釜
葛
翁
耀
癖
っ

で
み
餐
く
濾
慧
麟
。
蓬
蒸
、
お
懸
羅
ぽ
欝

閥
欝
き
諜
し
羅
が
、

　
　
　
　
　
（
韮
解
は
⑨
蝶
確
藻
滋
揚
載
〉

①
翼
ル
謎
添
嫁
ー
ル
ぽ
燃
菟
慈
謬
議
懸
謙

　
が
、
燃
詫
襟
麟
ざ
み
懸
講
熱
。

②
添
繋
薄
羅
ロ
蹴
携
帯
罵
力
羅
母
の
鍵

　
網
済
霧
は
燃
晃
る
ざ
轟
癒
灘
瀞
、
燃
戴

　
懸
騎
ざ
蕩
癒
灘
が
。

③
ス
ギ
ー
板
璽
ス
発
ー
靴
は
燃
難
る
ざ
融

　
ぞ
す
淋
、
燃
鳶
鞍
嶺
謬
み
懸
塗
潜
。

④
由
転
糞
は
埋
め
立
懇
ざ
み
懸
窟
瀞
、
資

　
源
ど
み
で
す
齢
。

⑤
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
ぽ
埋
麟
立
饗
ぎ
み
饗
饗

　
か
、
資
源
ざ
誰
で
婁
が
．

⑥
藷
乳
パ
ッ
タ
は
資
源
ざ
み
選
鞍
懇
園
蝦

　
し
て
騨
謙
す
が
、
願
謙
懸
ん
か
。

⑦
家
庭
鶏
洗
濯
機
は
ざ
み
収
集
霞
磁
、
ぎ

　
み
ス
灘
蒙
シ
灘
ン
磁
畿
嚢
諜
婁
熱
、
鐵

　
せ
ま
せ
ん
か
。

⑧
ぷ
リ
バ
ケ
ツ
は
燃
晃
る
ご
み
で
ず
翻
、

　
燃
え
塗
協
ご
轟
で
す
が
。

⑨
ス
プ
》
ー
缶
は
埋
め
立
て
ざ
み
懸
す
か
、

　
資
源
ご
み
で
す
か
。

⑩
乾
電
池
は
ほ
か
の
埋
め
立
て
ご
み
と
心

　
緒
に
幾
し
て
も
良
い
で
す
か
、
悪
輪
で

6



平
野
友
子
さ
ん

　
　
　
（
八
幡
田
町
・
37
歳
）

　
十
日
町
青
年
会
議
所
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
た
「
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
に
も
子
供
と
一
緒
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
最
初
に
参
加
し
た
と
き
は
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
な
ど

の
粗
大
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。
で
も
「
大

好
き
十
日
町
会
」
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
よ
う
に
な
っ

て
、
ご
み
は
減
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
こ
の
よ
う

な
事
業
は
、
子
供
の
教
育
に
も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
日
町
の
色
々
な
面
を
子
供
と
一
緒
に
見
る
と
い

う
意
味
で
も
意
義
深
い
で
す
ね
。
今
後
も
子
供
と
一
緒
に

で
き
る
限
り
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子供の

教育にも大切
今後も参加します

　
を

」
R
・

止
p
　

て
て
捨

し
イ

続
ポ

継
「

村山修一さん
　（山本町1・40歳）

　
親
戚
の
人
も
誘
っ
て
7
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
2
人
は

作
業
が
終
わ
っ
た
も
ん
で
い
ま
帰
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
私

た
ち
は
土
手
沿
い
を
回
っ
て
み
た
ん
で
す
が
、
空
缶
や
紙

く
ず
が
目
に
つ
き
ま
し
た
ね
。
ビ
ー
ル
の
2
㍊
缶
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
っ
た
花
火
の
燃
え
か
す
な
ど
は
、
去
年
の
夏

の
忘
れ
物
で
す
ね
。
タ
イ
ヤ
ま
で
あ
り
ま
し
た
よ
。

　
こ
こ
の
河
川
敷
は
広
々
と
し
て
良
い
所
で
す
ね
。
少
し

手
を
加
え
て
憩
い
の
場
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
歩

き
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
は
く
ど
い
ほ

ど
の
P
R
が
必
要
。
今
回
1
回
目
で
す
か
ら
、
2
回
目
も

あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
継
続
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

み
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
や

峯
蓑
『
癒
愛
嚢

聾
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
、
慈
難
綴
馨

　
　
　
　
　
　
　
灘
灘
総
鐵

　
　
　
　
　
　
　
癩
灘
鑛
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
蟹
　
　
　
F
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
巡
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
簸
霧
簸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
懸
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
ミ
F
モ
蓼
瑳
藤

繍
美
疑
〔
西
小
鐘

自主的に参加

きれいになると

　　　気分も最高

　
今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
知
っ
た
の
は
、
学
校
か
ら
チ

ラ
シ
を
も
ら
っ
た
か
ら
で
す
。
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば

と
自
主
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
見
た
感
じ
で
は
そ
ん
な
に

落
ち
て
い
な
い
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
拾
っ

て
み
る
と
結
構
い
っ
ぱ
い
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
西
小
学
校
で
は
学
校
行
事
と
し
て
年
に
ー
～

2
回
、
全
校
児
童
が
参
加
し
て
校
舎
の
回
り
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
ご
み
を
拾
っ
て
き
れ
い
に

な
る
と
気
分
も
良
く
な
り
ま
す
。
個
人
で
も
簡
単
に
参
加

で
き
る
今
日
の
よ
う
な
行
事
を
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
来
年
も
あ
る
な
ら
ま
た
必
ず
参
加
し
ま
す
。

す
か
。

　　　　懸ロ
謬
み
儒
関
す
る
聞
糖
合
わ
せ
　
簾
役
所

楕
幾
生
活
課
蛋
活
環
境
係
釜
騨
ー
3

塗
蓬
1
）
ま
躍
億
十
田
町
市
翅
函
町
衛

整
施
設
維
合
盆
騨
i
歪
7
5
1
）
《
。

會模擬店　会場…第3駐車場　10二〇〇～15二〇〇

會アイリスの掘売りと切り花販売

　好きな花を選んでください。

會あてま新喜劇フォーラム座

　　「理想都市物語パートII」とそっくりショー

　フオーラムセンター（入場無料）19二〇〇～22二〇〇

會あてま新喜劇フォーラム座

　　「理想都市物語パートII」

　フォーラム’センター（入場無料）14二30～15：30

會ミス十日町雪まつり写真撮影会（参加無料）
　花だいら　11二〇〇～14二〇〇

脅あなたも気軽に着物美人

　　小物まですべて用意します。好きな着物を着

　て散歩しましょう。着付けもサービス。

　受付・着付け…フォーラムセンター

　参加費　1，000円

　9二〇〇～15二〇〇（10名様まで）

會フォーラムカツプ　パターゴルフ大会

　参加賛　1，000円（50人先着）10二〇〇～14：00

舎青空ちびっ子広場（参加無料）

　　青空の下、ブーメラン￥カイト￥サ・．ソカーゲ

　ーム￥フリスビーで思いっきり遊ぼう
　多目的グラウンド　12二〇〇～15二〇〇

脅あてま自然学校ウオークラリー（参加無料）
　10二〇〇～12二〇〇の予定

　集合…第3駐車場　2人～6人で1チーム
會あてまアイリスカップサッカー大会
　』多目的グラウンド　9二〇〇～18二〇〇

脅日野皓正ジャズライブ・ジャズ共国会ライブ

　フオーラムセンター（前売り完売）19：30～

會黒鯉フィッシング大会

　10二〇〇～14：00（受付9：00～）

　セントラルレイク　参加費　1，050円

會あてまバードウオッチング　6：00～8：00

會当間山自然観察会　10：00～14二〇〇　昼食持参

■交　通　越後交通「当間高原線」（士日・祝日運

行）を￥ご利用ください。

・問合せ・申込み　リゾート推進室（盈57－3111）

へ。

平成9年5月25日号7



6
月
1
目
日
～
7
目
出

第
甜
回

水
は
限
り
あ
る

　
貴
重
な
資
源
で
す

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
私
た
ち
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な

水
資
源
を
、
有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

無
駄
の
な
い
水
道
水
の
使
い
方
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
通
報
と
検
針
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
漏
水
の
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
当
市
の
漏
水
は
市
民
の
方
か
ら
の
通
報

に
よ
り
発
見
さ
れ
る
も
の
が
相
当
あ
り
ま

す
。
晴
れ
て
い
る
の
に
道
路
が
濡
れ
て
い

る
な
ど
の
現
場
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
水

道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
屋
内
漏
水
に
ご
注
意
を

　
定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
を
見
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
メ
ー
タ
ー
以
後
の
給
水
管

や
給
水
装
置
等
は
使
用
者
が
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
給
水
装
置
等
が
古
く

な
る
と
漏
水
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

漏
水
に
な
る
と
料
金
が
す
ぐ
何
倍
に
も
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
資
源
の
無
駄
使
い

限
り
あ
る
い
の
ち
の
水
を
大
切
に

　
蛇
ロ
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
水
が
飲
め
る
…
き
わ
め
て
普
通

の
こ
と
で
す
が
、
水
は
限
り
あ
る
大
切
な
資
源
で
す
。

と
な
り
ま
す
。

◆
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
検
針
は
漏
水
を
見
つ
け
る
重
要
な
役
目

も
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
メ
ー
タ
ー
の

上
の
障
害
物
や
近
く
に
犬
が
つ
な
い
で
あ

る
と
検
針
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。
い
つ

で
も
検
針
が
出
来
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
料
金
支
払
い
に
は
便
利
な
ロ
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
料
金
の
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
は
あ
な
た

■十日町市の水道利用状況割合
　　　　　　　　　（平成9年3月31日現在）

種　　　類 給水大口（人） 割合（％）

上　　水　　道 27，997 62．04

簡易　水道 15，816 35．05

小規模水道 64 0．14

自　家　用　水 1，249 2．77

十日町市人口 45，126 100．00

の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
が

支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。
口
座
振
り
込
み

の
申
し
込
み
は
、
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
に
預
金
通
帳
と
お
届
け
印
を
持

参
し
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
質
検
査
の
結
果
を

　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
水
道
水
の
水
質
検
査
は
水
道
法
に
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
水
道

局
で
は
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
す
る

た
め
に
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
次
ぺ
ー
ジ
の
と
お
り

市
の
上
水
道
は
す
べ
て
の
項
目
で
基
準
値

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
安
心
し
て
使
え
る

き
れ
い
な
水
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

■
健
康
に
関
す
る
項
目
…
生
涯
に
わ
た
り

　
連
続
的
な
摂
取
を
し
て
も
健
康
に
影
響

　
が
生
じ
な
い
基
準
を
も
と
に
安
全
性
を

　
十
分
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
た
項
目
。

■
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る

　
項
目
…
水
道
水
と
し
て
の
基
礎
的
・
機

　
能
的
条
件
の
確
保
の
た
め
、
生
活
利
用

　
上
あ
る
い
は
施
設
管
理
上
支
障
が
生
じ

　
る
恐
れ
の
な
い
水
準
と
し
て
設
定
さ
れ

　
た
項
目
。

　
取
引
（
売
買
）
や
証
明
に
使
う
「
は
か

り
」
は
2
年
に
1
度
の
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

笏
検
査
の
対
象
と
な
る
「
は
か
り
」

　
▼
電
気
抵
抗
線
式
は
か
り
▼
直
線
目
盛

　
の
指
示
は
か
り
▼
直
線
目
盛
以
外
の
指

　
示
は
か
り
▼
棒
は
か
り
▼
手
動
指
示
併

　
用
は
か
り
▼
台
手
動
は
か
り
▼
皿
手
動

　
は
か
り
▼
誘
電
式
は
か
り
▼
手
動
天
秤

　
は
か
り
▼
電
磁
式
は
か
り
▼
光
電
式
は

　
か
り

※
新
潟
県
計
量
検
定
所
よ
り
届
出
済
証
の

　
交
付
を
受
け
た
は
か
り
も
検
査
対
象
と

表程日査検期定

　
な
り
ま
す
。

笏
検
査
対
象
外
の
「
は
か
り
」

　
▼
家
庭
用
の
は
か
り
▼
取
り
引
き
や
証

　
明
に
用
い
な
い
は
か
り
▼
平
成
8
年
6

　
月
1
7
日
以
降
に
他
の
市
町
村
で
定
期
検

　
査
を
受
け
た
は
か
り
▼
平
成
8
年
以
降

　
に
新
た
に
購
入
し
た
は
か
り

笏
注
意
H
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
や
キ
ッ
チ
ン

　
ス
ケ
ー
ル
を
取
り
引
き
や
証
明
に
用
い

　
た
場
合
あ
る
い
は
定
期
検
査
を
受
け
な

　
い
は
か
り
を
取
り
引
き
や
証
明
に
使
っ

　
た
場
合
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

笏
間
合
わ
せ
H
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
へ
。

期　日 受付時間 検査会場 検査実施の区域

6月17日（火）

9：30～

　11二〇〇

吉田地区就業
改善センター

吉田地区全域

13二30～

　15：00
下条地区
公　民　館

下条地区全域

6月18日㈱
9：30～11：30

13二〇〇～15二〇〇
川治地区
公　民　館

川治地区全域、六箇地区全域（但し、山
本町全域、千歳町全域、寿町全域を除く）

6月19日（木）
9：30～11：30

13100～15二〇〇
水沢地区
公　民　館

水沢地区全域

6月20日㈹
9：30～

　11二30
中条地区
公　民　館

中条地区全域（但し、新座、本町7丁目
全域を除く）

6月24日（火）

●
9 ：30～

　11＝30

十
日
町
市
民
体
育
館

山本町全域、千歳町全域、寿町全域、本
町1丁目全域

13二〇〇～

　15二〇〇 本町西1、本町東1、本町2～5丁目

6月25日㈱

9二30～

　11二30
本町6丁目全域、袋町全域、栄町、高田

町1～3丁目全域
13：00～

　15二〇〇
丸山町、昭和町全域、泉町、西寺町、七
軒町、駅通り

6月26日休）

9二30～

　11二30
西浦町全域、稲荷町全域、西本町全域、
加賀糸屋町、関口樋口町

13二〇〇～

　15：00

千代田町、八幡田町、諏訪町、水野町、
下川原町、若宮町、神明町、学校町全域、

田中町全域、宮下町全域

6月27日㈹
9二30～

　11二30

川原町、上川町、島、田川町全域、江道、

菅沼、大池、津池、赤倉、本町7丁目全
域、新座地区全域
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■健康に関する項目（29項目）■水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

灘i
…i／i響萎霧i／

．懸鱗灘i購灘灘灘縷 羅溝灘鍵灘懸
．1懸難i翻鞭i灘霧

色

亜　　　　　　　　鉛 1．Omg／2以下 0．01未満 病
原
生
物

一　　般　　細　　菌 1m2中100以下 0
鉄 0．3mg／2以下 0．03未満 大　　腸　　菌　　群 検出されないこと 検出しない

銅 1．Omg／2以下 0．01未満 カ　　ド　ミ　ウ　ム 0．01mg／2以下 0．001未満

マ　　ン　　ガ　　ン 0．05mg／2以下 0．005未満 水　　　　　　　　銀 0．0005mg／2以下 0．00005未満

セ　　　　レ　　　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満

味
　
　
　
覚

ナ　　ト　リ　ウ　ム 200mg／2以下 9．0

塩　素　イ　オ　ン 200mg／2以下 11

無
機
物
質
●
重
金
属

鉛 0．05mg／2以下 0，003

硬　　　　　　　　度 300mg／2以下 71
ヒ　　　　　　　素 0．01mg／2以下 0．001未満

六　価　ク　ロ　ム 0．05mg／2以下 0．005未満
蒸　発　残　留　物 500mg／2以下 93

シ　　　　ア　　　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満
有　　機　　物　　等 10mg／2以下 0．6

硝酸性及び亜硝酸性窒素 10mg／2以下 2．6

発泡 陰イオン界面活性剤 0．2mg／2以下 0．02未満
フ　　　ツ　　　素 0．8mg／2以下 0．08未満

に
お
い

1．1．1一トリクロロエタン 0．3mg／2以下 0．001未満
四　塩　化　炭　素 一　　〇．002mg／2以下 0．0002未満

フ　ェ　ノ　ール類 0．005mg／2以下 0．005未満
1．2一ジクロロエタン 0．004mg／2以下 0．0004未満

基
礎
的
性
状

P　　　H　　　値 5．8～8．6 6．7
1．1一ジクロロエチレン 0．02mg／2以下 0．002未満

味 異常でないこと 異常なし

一
般
有
機
化
学
物
質

ジクロロメタン 0．02mg／2以下 0．002未満

臭　　　　　　　気 異常でないこと 異常なし シスー1．2一ジクロロエチレン 0．04mg／2以下 0．004未満

色　　　　　　　　度 5度以下 1未満 テトラクロロエチレン 0．01mg／2以下 0．001未満

濁　　　　　　　　度 2度以下 0．5未満 1．1．2一トリクロロエタン 0．006mg／2以下 0．0006未満

トリクロロエチレン 0．03mg／2以下 0．001未満

処じし険廼が⑧ん漆＿たし＿濃い葱②①謹；

欝麓鍵難灘欝議羅③讐み
ベ　　ン　　ゼ　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満

消
毒
副
生
成
物

ク　ロ　ロ　ホ　ルム 0．06mg／2以下 0．001未満

ジブロモクロロメタン 0．1mg／2以下 0，001

ブロモジクロロメタン 0．03mg／2以下 0，001

プ　ロ　モ　ホ　ルム 0．09mg／2以下 0，001

総トリパロメタン 0。1mg／2以下 0，003

農
薬

1．3一ジクロロプロベン 0．002mg／2以下 0．0002未満

シ　　マ　　ジ　　ン 0．003mg／2以下 0．0003未満

チ　　ウ　　ラ　　ム 0．006mg／2以下 0．0006未満

チオベンカルブ 0．02mg／2以下 0．002未満

ぎ
み
分
別
ク
イ
ズ
の
回
答

①
燃
え
る
ご
み
（
高
温
焼
却
で
燃
え
ま
す
）

②
燃
え
る
ご
灘
（
①
岡
様
高
温
で
燃
え
ま

す
）
③
燃
え
な
い
ご
み
（
金
具
等
燃
え
な

い
部
分
が
あ
る
た
め
燃
せ
ま
せ
ん
）
④
資

源
ご
み
（
再
利
用
し
ま
す
）
⑤
資
源
ご
み

（
全
部
金
属
で
で
き
て
い
ま
す
）
⑥
回
収

し
ま
す
（
今
奪
4
月
か
ら
回
収
を
開
始
。

た
だ
じ
騰
£
と
1
珍
の
み
）
⑦
出
ぜ
ま
す

（
た
だ
じ
、
テ
レ
ビ
な
ら
篶
イ
ン
チ
以
上
、

漆
蔵
庫
の
㈱
珍
以
上
の
も
の
は
電
気
屋
さ

ん
か
騒
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）

⑧
燃
え
な
い
ご
み
（
燃
や
す
と
有
毒
ガ
ス

が
畿
る
た
め
埋
て
立
て
ご
み
の
田
に
幽
じ

廼
く
だ
さ
鐙
⑨
資
源
ご
み
（
爆
発
の
危

険
が
あ
る
た
め
必
ず
演
を
開
け
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
騎
）
⑩
悪
い
（
出
す
臼
は
同

じ
で
す
が
、
有
害
物
質
を
含
ん
で
お
り
別

処
理
し
ま
す
）

　
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

市
か
ら
送
ら
れ
る
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
支
給
が
停
止
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
笏
持
参
す
る
物
”
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
年
金
加
入
証
明
（
国
民

年
金
加
入
者
は
不
要
）
勿
そ
の
他
n
当

日
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
代
理
人
（
家

族
状
況
の
分
か
る
人
）
で
も
可
。
た
だ

し
本
人
の
印
鑑
持
参
の
こ
と
。
な
お
、

当
日
届
け
出
が
で
き
な
い
人
は
、
6
月

30
日
㈲
ま
で
に
市
民
生
活
課
国
民
年
金

係
へ
持
参
笏
6
月
支
給
H
2
月
～
5
月

分
の
手
当
は
6
月
1
0
日
㈹
に
指
定
さ
れ

た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
勿
支
給
額

（
月
額
）
H
1
人
目
…
5
千
円
、
2
人

目
…
5
千
円
、
3
人
目
以
降
…
1
万
円

笏
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

対象地区 期　日 時　間 会　場

水　沢　地　区
6月11日

　㈱
13＝30～15二〇〇

水沢地区

公民館

下　条　地　区

6月12日

　㈲

9＝00～11＝30
下条地区

公民館

中　条　地　区

〔纏卿〕 13：30～15＝00
中条地区

公民館

十日町・川治・
六箇・新座・吉田・

大井田地区

6月13日

　㈹
9二〇〇～15100 市役所

　
入
院
中
の
食
事
代
は
患
者
負
担
で
す

が
、
市
民
税
の
非
課
税
世
帯
の
人
が
入
院

す
る
と
食
事
代
の
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
入
院

す
る
病
院
に
「
減
額
認
定
証
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
減
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
人
も
有
効
期
限
が
5
月
31
日
ま
で

で
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
笏
受
付
0
6
月
1
7
日
㈹
～
勿
場
所
H

市
民
生
活
課
国
保
係
窓
口
笏
持
参
す
る
も

の
H
〈
国
保
世
帯
〉
①
保
険
証
②
印
鑑
〈
老

人
保
健
該
当
者
〉
①
保
険
証
②
印
鑑
③
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
※
た
だ
し
社
会
保

険
等
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せ
ん
笏
更
新
者
H
前
記
の
ほ
か
に
現
在
お

持
ち
の
減
額
認
定
証
笏
問
合
せ
H
市
民
生

活
課
国
保
係

匿　　　　分 負握額潮

一　　　　　般 760円

非市
課民．

税税
世
帯

90日までの
入院 650円

90日を越え
る入院 500円

市民税非課税世帯
の老齢福祉年金の
受給権者

300円

平成9年5月25日号9



TOKAMACH匿
まちの声　みんなの声

　　　　　　　　●

　今月のテーマは、「私のお薦めウオー

キングコース」です。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
み
は

さ
わ爽

や
か
な
景
色
と
朝
の
あ
い
さ
つ

樋口由紀子さん靖さん
　　（高田町3西）

　
朝
の
ウ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
1
0
年

以
上
に
な
る
と
い
う
樋
口
靖
さ
ん
、

由
紀
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
お
二
人
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
み
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
平
成
5
年
ま
で
織
物
会
社
で
経
理

業
務
を
し
て
い
た
靖
さ
ん
は
、
そ
の

当
時
一
日
の
歩
数
も
2
0
0
0
歩
程

度
と
運
動
不
足
ぎ
み
で
し
た
。
そ
こ

で
靖
さ
ん
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る

た
め
に
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

　　　「外国語会話のたのしみ」

　市内でも英語をはじめイタリア語、

中国語、韓国語などさまざまな会話教

室が開かれています。次回は教室で学

ぶ人たちから外国語会話のたのしみを

紹介させていただきます。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　6月10日㈹までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　盈57－3111内線213）

今
で
は
健
康
管
理
の
た
め
に
、
お
二

人
そ
ろ
っ
て
毎
朝
5
時
に
起
き
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
は
高
田
町
の
自
宅
か
ら
総

合
体
育
館
わ
き
の
緑
道
を
抜
け
、
妻

有
大
橋
か
ら
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ま
で
信
濃
川
の
提
防
を
歩
く

と
い
う
約
3
キ
ロ
の
行
程
で
す
。
冬

の
間
は
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

　
朝
の
静
け
さ
の
中
を
歩
く
と
い
う

の
は
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

景
色
が
見
ら
れ
る
点
が
す
ば
ら
し
い

で
す
ね
。
緑
道
で
は
こ
の
あ
い
だ
ま

で
桜
が
咲
き
、
今
は
つ
つ
じ
が
満
開

で
す
。
ま
た
信
濃
川
の
提
防
か
ら
は
、

残
雪
を
か
ぶ
っ
た
苗
場
山
が
朝
日
に

映
る
姿
を
望
め
ま
す
。
普
段
何
気
な

く
生
活
し
て
い
る
と
き
は
目
に
止
ま

ら
な
い
も
の
で
す
が
、
歩
く
速
さ
で

景
色
を
眺
め
て
み
る
と
私
た
ち
の
回

り
に
も
雄
大
な
自
然
が
た
く
さ
ん
残

っ
て
い
る
な
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
朝
す
れ
ち
が
う
人
た
ち

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
の
は
大
変
心

地
良
い
も
の
で
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
る
人
た
ち
と
は
名
前
は
知

ら
な
く
て
も
お
互
い
に
「
お
は
よ
う
」

と
皆
さ
ん
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
す
。

毎
朝
見
か
け
る
人
は
は
る
か
遠
く
に

い
て
も
、
服
装
や
歩
き
方
で
あ
の
人

が
歩
い
て
い
る
な
っ
て
分
か
る
よ
う

に
な
る
ん
で
す
よ
。
こ
こ
数
年
市
内

で
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
か

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ン
つ

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
爽
快
感
を
体
験

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

⑭
　　し、ち1き露んし、し、て

千葉県松戸市八ケ崎3－68－34（市内中村出身・62歳）
南雲健治さん
（大好き十日町会会員）

　
い
つ
も
「
大
好
き
十
日
町
会
」
の
月
刊
紙
に

載
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
二
六
会
」
の
会
長

を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年
4
月
1
9
日
に
群
馬
県

水
上
温
泉
で
同
級
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
し
た
記
念

の
年
で
も
あ
り
、
十
日
町
在
住
の
会
員
は
「
ほ

く
ほ
く
線
」
を
使
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
い

つ
も
な
ら
、
塩
ノ
又
温
泉
・
見
晴
館
（
お
や
じ

が
同
級
生
）
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
会
場
ま
で
乗

り
付
け
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
は
の
ん
び
り

と
電
車
の
旅
も
楽
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
初
の

「
ほ
く
ほ
く
線
」
利
用
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
東
京
方
面
か
ら
の
会
員
も
上
越
新
幹
線
で
は

な
く
、
在
来
の
上
越
線
を
利
用
し
て
水
上
駅
に

到
着
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
病
気
で
参
加
で

き
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
、
合
計
2
3
人
が
集
い
、

一
夜
を
楽
し
く
語
り
明
か
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

次
回
は
2
年
後
に
越
後
湯
沢
温
泉
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
4
月
4
日
の
夜
9
時
3
0
分
か
ら
N
H
K
で
職

業
専
門
校
の
6
か
月
と
い
う
番
組
が
放
映
さ
れ

ま
し
た
。
中
高
年
者
が
職
場
を
失
い
、
全
く
違

う
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
よ
う
と
が
ん
ば
っ

て
い
る
姿
を
初
め
て
知
っ
た
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
直
接
関
係
し
て
い
る
小
生
も
、
改
め

て
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
肝
に
命
じ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
も
2
0
秒
ほ
ど
画
面
に
写

っ
て
い
ま
し
た
。
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効
果
は
ま
さ
に
一
石
何
鳥

心
と
体
が
ま
す
ま
す
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
一
昨
年
（
平
成
7
年
）
の
9
月
3
0

日
か
ら
始
め
ま
し
た
。
市
で
「
日
本

一
の
健
康
都
市
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
る
ん
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
も
何
か

や
っ
て
み
よ
う
、
一
人
だ
と
長
続
き

し
な
い
か
ら
仲
間
を
誘
っ
て
と
い
う

の
が
動
機
で
す
。
一
年
中
歩
い
て
い

ま
す
。
春
・
秋
は
朝
の
8
時
35
分
、

夏
は
暑
い
の
で
早
朝
の
5
時
3
0
分
、

冬
は
滑
っ
て
足
元
が
悪
い
の
で
午
後

の
1
時
3
0
分
か
ら
歩
き
出
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
は
団
地
内
の
公
園
を
ス
タ

ー
ト
し
て
、
桂
公
園
や
陸
上
競
技
場

方
面
、
ま
た
足
を
延
ば
し
て
林
道
の

古
峰
山
展
望
台
へ
。
年
数
回
は
林
道

を
一
周
す
る
地
区
で
の
通
称
「
城
山

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
を
回
っ
て
き
ま
す
。

今
年
は
雪
が
無
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
正
月
2
日
に
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　
効
果
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
精

神
的
に
は
①
ワ
イ
ワ
イ
話
し
な
が
ら

歩
く
の
で
気
分
転
換
に
な
り
「
ス
ト

レ
ス
解
消
」
②
体
力
、
気
力
が
つ
い

て
「
気
持
ち
の
プ
ラ
ス
指
向
」
③
四

季
の
移
り
変
り
、
冬
は
動
物
た
ち
の

足
跡
を
発
見
し
「
感
動
す
る
心
」
で

す
。
体
の
面
で
も
体
脂
肪
率
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
歩
く
ん
で
す
。

と
に
か
く
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
か
ら
で

す
。
で
も
最
近
は
見
か
け
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
見
知
ら
ぬ

人
で
も
会
う
人
に
は
声
を
か
け
る
ん

で
す
。
お
か
げ
て
顔
見
知
り
に
な
り
、

声
を
交
わ
し
た
り
、
畑
仕
事
を
し
て

い
る
人
か
ら
野
菜
や
花
な
ど
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ほ
ん
の
短
い
継
続
で
す
が
歩
く
こ

つ子さん、尾身範子さん、中山孝子さん
かって左から、皆さん旭ケ丘に住んでいます）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傳

と
に
自
信
が
つ
き
、
山
の
詳
し
い
知

り
合
い
の
人
に
無
理
に
お
願
い
し
て

昨
年
春
は
尾
瀬
に
、
秋
に
は
上
高
地

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
歩
く
と

い
う
何
の
変
哲
も
な
い
行
為
で
す
が
、

一
石
何
鳥
も
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が

つ
く
づ
く
分
か
り
ま
し
た
。

煮
脊差グh

ヴー

4⑳

△春から心機一転、農業に取り組んでいま
7す。米作りも今年が初めてで何もかもが

新鮮です。種もみから苗に育てるにしても技

術的には非常に奥が深いということを師匠で

もある父から教わりました。農業の魅力は月

給をもらう職業とは違い、その年の気候によ

って収穫に変化があるということ。それと日々

の努力が1年という比較的長い期問を経て、

成果となって返ってくることです。

趣　　味はドライブ。よく新潟市内や長野方面

　　に出かけています。もともと自然の中に

身をおくことが好きなので、今年は北海道を

車で旅してみたいと思っています。このほか

夏は海へ冬はスキーにと仲間たちと毎年出か

けたりしています。

曲は自分の手でログハウスを建てること。
夢地元で自然に囲まれた景観のよいところ

がみつかれば最高ですね。将来は木の温もり

を感じられるような暖かい家庭を築いていけ

たらいいと思っています。

※次回は蕪木さんの紹介で茂野由香さんへのインタビューです。

　　　　〆　　　　⑰ψ　　　‘ダ’　　＿、・

o　，鍵沸蚕〆
ト　 嶺紳〆．！

＼1噌
十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

盈
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

好
評
だ
っ
た

　
　
山
菜
取
り
ツ
ァ
ー

　
「
杉
並
お
や
じ
遊
友
塾
」
の
月

例
会
が
5
月
1
0
日
に
開
か
れ
る
こ

と
を
聞
き
、
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
公

民
館
）
の
A
先
生
に
お
願
い
し
列

席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
遊
友

塾
の
メ
ン
バ
ー
1
2
人
が
5
月
3

日
・
4
日
の
両
日
、
山
菜
取
り
に

塩
ノ
又
を
訪
れ
た
時
の
感
想
を
お

聞
き
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

な
か
、
旅
の
反
省
や
感
想
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
A
幹
事
「
ほ
く
ほ
く
線
が
東
京

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
よ
り
混
雑
が
激
し

く
、
適
切
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

そ
ば
を
は
じ
め
食
物
が
お
い
し
い
。

山
菜
ま
つ
り
後
の
せ
い
か
、
山
野

に
山
菜
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

た
」

　
M
氏
「
山
菜
取
り
は
初
め
て
、

新
鮮
で
お
い
し
か
っ
た
。
現
地
で

の
説
明
が
な
い
と
見
分
け
が
つ
か

な
い
」

　
A
先
生
「
き
も
の
ま
つ
り
で
、

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
気
さ
く

で
感
じ
が
良
か
っ
た
し
、
博
物
館

職
員
が
丁
寧
な
説
明
を
し
て
く
れ

た
。
地
酒
の
天
神
離
子
、
木
の
芽

が
お
い
し
か
っ
た
」

　
H
氏
「
旅
館
の
女
将
さ
ん
や
板

さ
ん
の
感
じ
が
良
か
っ
た
」
な
ど
、

話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
ほ
と
ん
ど
の
方
が
山
菜
取
り
は

初
め
て
の
よ
う
で
、
ま
が
い
物
を

取
る
な
ど
、
相
当
苦
労
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
全
体
的
に
は
好
印
象

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
2
日
・
3
日
の
大

好
き
十
日
町
会
の
「
山
菜
取
り
ツ

ア
ー
」
の
参
加
者
の
方
も
同
様
で

し
た
。

　
た
だ
気
に
な
る
の
が
、
ほ
く
ほ

く
線
が
多
数
か
ら
苦
情
を
も
ら
う

ほ
ど
混
雑
し
た
こ
と
で
す
。
難
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
何
と
か
解

決
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
都
会
の
自
然
指
向
、
旅
ブ
ー
ム

の
な
か
で
、
ほ
く
ほ
く
線
の
効
果

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
観

光
面
で
後
進
地
域
の
妻
有
郷
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
存
在
を

報
じ
る
か
、
一
層
の
工
夫
と
努
力

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
し
、
報
わ
れ

る
条
件
が
整
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　6月13日働

②交通事故相談　　　　6月9日（月）

③巡回内職相談　　　　6月20日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
く

士
士
　
　
　
て

護
護
　
　
　
し

弁
弁
　
　
室
約

　
　
　
　
談
予

光
毅
時
相
へ

倉
野
4
民
課

栃
高
～
市
活

　
　
　
分
所
生

㈲
㈲
3
0
役
民

　
日
時
市
市

12

26

1
：
で

6
6
午
会
電
さい。

か
け
ま
せ
ん
か

義
朋
麗

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
6
月
5
日
㈲
・
1
9
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
霧
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
影
入
場
料
H
無
料
雛
問
合
せ
目

健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

第
2
回
十
日
町
市
書
道
協
会
展

笏
日
時
H
6
月
8
日
㈲
～
1
0
日
㈹
午
前
9

時
～
午
後
7
時
（
最
終
日
の
み
午
後
5
時

ま
で
）
笏
場
所
H
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
霧

入
場
料
u
無
料
霧
問
合
せ
H
岩
田
武
（
本

町
6
1
1
盈
5
7
－
2
4
6
8
）
へ
。

お
や
こ
劇
場
特
別
例
会

霧
日
時
H
6
月
2
1
日
出
午
後
6
時
3
0
分
～

雛
場
所
H
市
民
会
館
笏
内
容
H
人
形
劇
団

プ
ー
ク
公
演
「
エ
ル
マ
ー
と
1
6
ぴ
き
の
り

ゅ
う
」
霧
入
場
料
目
会
員
外
の
み
、
3
才

以
上
（
一
席
）
2
千
5
百
円
（
当
日
は
2

千
7
百
円
）
霧
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
目
イ
ト
ー

楽
器
ほ
か
霧
間
合
せ
H
水
落
静
子
（
東
下

組
智
5
6
1
2
1
4
4
）
ま
た
は
池
田
美
紀

（
北
新
田
2
智
52
－
5
3
5
2
）
へ
。

市
吹
の

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
9
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

纏
日
時
H
6
月
1
4
日
ω
午
後
7
時
～
霧
場

所
目
市
民
会
館
ホ
ー
ル
霧
プ
ロ
グ
ラ
ム
H

97

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
、
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
、

オ
リ
エ
ン
ト
急
行
ほ
か
纏
入
場
料
目
7
百

円
（
小
学
生
以
下
無
料
）
霧
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
U
公
民
館
本
館
、
イ
ト
ー
楽
器
、
オ
ギ

ノ
楽
器
霧
間
合
せ
H
富
沢
勉
（
自
宅
盈
5
5

－
2
0
5
6
ま
た
は
勤
務
先
智
5
7
－
5
8

4
4
）
へ
。

十
高
の
夕
べ

笏
日
時
H
6
月
7
日
㈲
午
後
6
時
～
（
5

時
3
0
分
開
場
）
獲
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー

ル
纏
入
場
料
H
無
料
霧
演
奏
曲
目
H
新
祝

典
行
進
曲
、
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か
霧

間
合
せ
1
1
県
立
十
日
町
高
等
学
校
（
智
52

－
3
5
7
5
）
へ
。

◆
保
健
所
健
康
診
断
　
笏
日
時
目
6
月
1
2

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
1
1
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
口
石
川
医
師
（
津

南
病
院
）
笏
申
込
み
“
事
前
に
電
話
に
て

要
予
約
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）
へ
。

◆
先
天
性
四
肢
障
害
児
検
診
　
生
ま
れ
つ

き
手
足
や
指
・
耳
に
障
害
を
も
っ
て
い
る

子
供
た
ち
の
診
察
と
医
療
・
療
育
相
談
に

応
じ
ま
す
。
笏
日
時
H
6
月
1
5
日
㈲
午
前

10
時
～
午
後
4
時
笏
場
所
判
新
潟
ユ
ニ
ゾ

ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
上
所
2
1
2
1
2
）

笏
持
ち
物
目
母
子
健
康
手
帳
勿
問
合
せ
H

先
天
性
四
肢
障
害
児
父
母
の
会
新
潟
支
部

小
林
（
智
伽
ー
朧
1
8
9
1
1
）
ま
た
は

原
（
盈
晒
－
皿
1
2
0
5
9
）
へ
。

◆
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
な
か
ま
の
家
職

員
募
集
　
笏
職
種
日
指
導
員
笏
募
集
人
員

　　　　　　　　　繋
　　　　　　　　蕪　　　　　　灘縷

コ
ー
コ
ー

信
く
ほ
く
線
⑫

便
利
さ
、
快
適
さ
で

予
想
を
や
や
上
回
る

　
　
　
　
　
　
　
利
用
状
況

　
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
3
月
2
2
日
に
開
業
し
て
2
か
月
。
皆
さ
ん
、
便
利

さ
、
快
適
な
乗
り
心
地
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
か
。
ど
の
く
ら
い
の
皆
さ

さ
ん
が
乗
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
先
月
2
4
日
、
北
越
急
行
㈱
よ
り
利

用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
越
後
湯
沢
と
金
沢
を
結
ぶ
「
特
急
は
く
た
か
」
は
、

開
業
後
の
ー
か
月
問
で
一
日
平
均
約
6
6
0
0
人
が
乗
車
し
、
当
初
の
予

想
を
や
や
上
回
る
利
用
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
普
通
列
車
」
に

つ
い
て
は
、
4
月
2
3
日
に
全
駅
で
の
乗
降
人
員
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
約

2
0
0
0
人
が
乗
車
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
前

で
あ
り
、
旅
行
び
か
え
と
天
候
不
順
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
比
較
的
少
な

い
日
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
駅
の
4
月
の
乗
降
者
数
は
「
は
く
た
か
」
が
約
8
0
5
0
人
、

普
通
列
車
が
約
2
7
5
0
0
人

で
、
と
も
に
土
・
日
曜
日
が
平
日

の
約
2
倍
の
利
用
状
況
で
す
。
ま

た
、
乗
・
降
者
の
人
数
は
お
お
よ

そ
半
々
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
季
節
や
曜
日
に
よ
っ
て
大
き

く
変
動
す
る
の
が
一
般
的
な
傾
向

で
、
平
日
の
利
用
促
進
が
課
題
で

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
マ
イ
レ
ー
ル

に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
大
渕
駅

長
さ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

1畢3。日＋日町駅乗降者数（日平均騰喫

区　分
i霧　　飼

膣灘遡
畿・圏

欝難額翻 謙

普通霧騨
15，950

　（725）

11，550

（1，444）

27，500

　（917）

特慧

懲鷺幾懸

4，840
（220）

3，210
（401）

8，050
（268）

謙
20，790

　（945）

14，760

（1，845）

35，550

（1，185）
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U
1
人
笏
資
格
H
①
昭
和
4
7
年
4
月
2
日

～
52
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
②

原
則
と
し
て
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
に
住

所
ま
た
は
本
籍
を
有
し
、
採
用
後
通
勤
可

能
な
地
域
に
居
住
で
き
る
人
③
高
校
卒
業

以
上
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
有
の
こ

と
笏
受
付
期
間
H
6
月
6
日
働
ま
で
（
郵

送
の
場
合
6
月
6
日
の
消
印
有
効
）
笏
申

込
み
”
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま

の
家
」
（
〒
圏
1
01
中
魚
沼
郡
川
西
町
大
字

上
野
甲
2
8
9
6
番
地
1
2
智
6
8
－
4
0

1
3
）
へ
。

◆
家
屋
の
取
り
壊
し
や
異
動
を
し
た
と
き

は
手
続
き
を
　
笏
対
象
H
①
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
人
②
未
登
記

家
屋
（
法
務
局
に
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
）

で
、
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
で
異
動
が

あ
っ
た
場
合
等
笏
問
合
せ
H
税
務
課
資
産

税
係
へ
。

◆
固
定
資
産
税
の
軽
減

〈
土
　
地
〉
笏
都
市
計
画
税
の
減
額
措
置

H
4
月
1
日
か
ら
市
税
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
固
定
資
産
税
で
税
額
の
据
え
置

き
や
引
き
下
げ
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
都

市
計
画
税
で
は
「
本
来
の
課
税
標
準
額
で

算
出
さ
れ
た
税
額
」
と
「
据
え
置
き
ま
た

は
引
き
下
げ
後
の
課
税
標
準
額
で
算
出
さ

れ
た
税
額
」
と
を
比
較
し
て
「
そ
の
超
え

る
こ
と
と
な
る
税
額
」
が
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
平
成
9
年
度
か
ら
1
1

年
度
ま
で
）
笏
住
宅
用
地
の
軽
減
措
置
（
申

告
に
よ
る
）
1
1
①
固
定
資
産
税
▼
小
規
模

住
宅
用
地
（
2
0
0
㎡
以
下
）
課
税
標
準

額
↓
評
価
格
の
6
分
の
ー
▼
一
般
住
宅
用

地
（
2
0
0
㎡
超
）
課
税
標
準
額
↓
評
価

格
の
3
分
の
ー
②
都
市
計
画
税
▼
小
規
模

住
宅
用
地
（
2
0
0
㎡
以
下
）
課
税
標
準

額
↓
評
価
格
の
3
分
の
ー
▼
一
般
住
宅
用

地
（
2
0
0
㎡
超
）
課
税
標
準
額
↓
評
価
格

の
3
分
の
2

〈
家
　
屋
〉
勿
一
定
要
件
（
床
面
積
等
）

を
満
た
す
新
築
住
宅
H
①
減
額
す
る
税
額

（
固
定
資
産
税
）
▼
居
住
部
分
の
1
2
0

㎡
ま
で
に
相
当
す
る
税
額
を
2
分
の
ー
に

減
額
▼
1
2
0
㎡
以
下
の
場
合
は
課
税
さ

れ
る
税
額
の
2
分
の
ー
を
減
額
②
減
額
す

る
期
間
④
一
般
の
住
宅
（
◎
以
外
の
構
造
）

↓
新
築
後
3
年
間
◎
3
階
以
上
の
耐
火
構

造
・
準
耐
火
構
造
住
宅
↓
新
築
後
5
年
間

勿
問
合
せ
H
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

JamJam

◆
霧
谷
ご
み
処
分
場
へ
は
迂
回
路
で

　
町
道
田
中
藤
沢
線
は
長
福
寺
沢
溜
池
付

近
で
崩
土
が
発
生
し
危
険
な
た
め
、
全
面
交

通
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
迂
回
し

て
く
だ
さ
い
。
笏
通
行
止
め
期
間
H
7
月

31
日
㈱
ま
で
笏
迂
回
路
H
①
市
内
吉
田
山

谷
地
内
よ
り
川
西
町
高
倉
方
面
へ
の
主
要

地
方
道
十
日
町
川
西
線
経
由
②
川
西
町
上

野
地
内
よ
り
仙
田
方
面
へ
の
県
道
山
中
上

野
線
経
由
勿
問
合
せ
H
十
日
町
市
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
（
暦
52

－
3
9
2
4
）
へ
。

◆
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
夫
婦

は
申
し
出
を
　
笏
対
象
1
1
①
金
婚
夫
婦
“

昭
和
2
2
年
4
月
1
日
～
2
3
年
3
月
31
日
の

間
に
結
婚
し
た
夫
婦
②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
髄
昭
和
1
2
年
4
月
1
日
～
1
3
年
3
月

31

日
の
間
に
結
婚
し
た
夫
婦
③
過
去
に
対

象
に
な
っ
た
が
調
査
に
漏
れ
た
夫
婦
笏
申

込
み
U
6
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
市
役
所
内
社

会
福
祉
協
議
会
）
へ
。

◆
自
動
車
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

笏
納
期
限
H
6
月
2
日
㈲
笏
問
合
せ
目
十

日
町
財
務
事
務
所
収
税
課
（
十
日
町
総
合

庁
舎
内
恐
5
7
1
5
5
1
3
）
へ
。

◆
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
（
無
利
子
）

貸
付
け
　
勿
対
象
H
自
動
車
事
故
で
一
家

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後

遺
障
害
な
ど
で
生
活
に
困
る
家
の
中
学
卒

業
ま
で
の
遺
児
笏
貸
付
額
H
一
時
金
”
1
5

万
2
千
円
（
申
込
時
）
、
月
々
”
1
万
9
千

円
、
支
度
金
“
4
万
3
千
円
（
小
・
中
学

校
入
学
時
）
笏
貸
付
対
象
期
間
H
O
才
～

中
学
卒
業
ま
で
笏
間
合
せ
H
自
動
車
事
故

対
策
セ
ン
タ
ー
新
潟
主
管
支
所
（
費
幡
－

鵬
1
1
1
4
1
）
へ
。
※
自
動
車
事
故
に

⑫

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
デ
イ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
や
ま
び
こ

　
今
回
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ

ー
ム
や
ま
び
こ
に
つ
い
て
Q
＆
A

方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ
ー
ム

　
や
ま
び
こ
っ
て
ど
ん
な
施
設
で

　
す
か
。

A
　
日
中
一
人
き
り
で
い
る
お
年

　
寄
り
や
、
軽
い
痴
呆
の
お
年
寄

　
り
を
対
象
に
、
一
日
施
設
で
過

　
ご
す
場
所
を
提
供
し
、
楽
し
く

　
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
施

　
設
で
す
。

Q
　
ど
ん
な
人
が
利
用
し
て
い
る

　
の
で
す
か
。

A
　
日
中
一
人
で
閉
じ
こ
も
り
が

　
ち
な
お
年
寄
り
や
、
介
護
が
手

　
薄
に
な
り
が
ち
な
軽
い
痴
呆
の

　
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
市
内

　
に
住
む
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の

　
人
が
対
象
で
す
。

Q
　
運
営
は
ど
こ
が
や
っ
て
い
る

　
の
で
す
か
。

A
　
市
が
J
A
十
日
町
市
に
運
営

　
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
利
用
料

　
は
4
百
円
（
昼
食
代
）
で
す
。

Q
　
車
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
す
か
。

A
　
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。

Q
市
で
は
こ
の
ほ
か
に
ど
ん
な

　
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

　
り
ま
す
か
。

A
　
高
齢
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
に

　
は
二
通
り
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

　
元
気
な
老
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
、

　
老
人
会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

　
へ
の
支
援
な
ど
で
す
。
も
う
一

　
つ
は
体
の
弱
い
老
人
や
寝
た
き

　
り
、
痴
呆
症
な
ど
の
老
人
へ
の

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
在
宅
サ

　
ー
ビ
ス
に
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

　
ー
ビ
ス
、
施
設
短
期
入
所
（
シ

　
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
、
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
、
訪
問
給
食
・
入
浴
車
、
な

　
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q
　
施
設
利
用
は
ど
こ
に
相
談
に

　
行
っ
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

A
　
老
人
保
健
施
設
は
施
設
の
窓

　
口
へ
、
老
人
福
祉
施
設
は
健
康

　
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
へ
。

　
こ
の
ほ
ど
樋
口
前
農
協
組
合
長

か
ら
デ
イ
ホ
ー
ム
や
ま
び
こ
に
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
イ
ホ
ー
ム

や
ま
び
こ
で
は
「
や
ま
び
こ
基
金
」

に
積
み
立
て
て
活
用
す
る
予
定
で

す
。
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よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
介
護
料

の
支
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
ハ
イ
、
県
く
ら
し
の
ダ
イ
ヤ
ル
」

勿
電
話
番
号
H
盈
鰯
－
獅
ー
7
0
0
0
笏

内
容
H
旅
行
業
法
の
改
正
と
旅
程
保
証
制

度
（
6
月
2
日
㈲
～
9
日
㈲
）
消
費
生
活

相
談
事
例
～
2
年
分
契
約
し
た
が
効
果
な

く
解
約
し
た
い
健
康
食
品
～
（
9
日
㈲
～

16

日
㈲
）
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
っ
て
な
あ

に
？
（
1
6
日
㈲
～
2
3
日
㈲
）
健
康
志
向
商

品
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
（
2
3
日
㈲
～
3
0
日
㈲
）

加
し
ま
せ
ん
か

灘家
族
教
室
開
催

　
精
神
分
裂
病
の
患
者
さ
ん
を
抱
え
て
い

る
ご
家
族
の
方
を
対
象
に
家
族
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
霧
日
時
H
6
月
1
8
日
㈱
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
霧
場
所
1
1
保
健
セ

ン
タ
ー
2
階
霧
講
師
H
須
賀
良
一
先
生

（
中
条
病
院
精
神
課
医
長
）
髪
参
加
費
H

無
料
霧
申
込
み
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
へ
。

　
　
　
　
　
と
も
だ
ち

9
年
度
共
立
セ
ミ
ナ
ー

霧
期
間
H
5
月
～
n
月
（
約
1
0
回
）
午
後

7
時
3
0
分
～
（
昼
間
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

雛
場
所
H
公
民
館
本
館
霧
内
容
“
男
と
女

が
共
に
生
き
る
社
会
・
地
域
を
目
指
し
学

習
し
ま
す
。
霧
申
込
み
H
申
込
用
紙
（
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
）
を
記
入
し
ハ
ガ
キ
代

5
百
円
を
添
え
て
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1

5
0
1
1
）
へ
。

あ
す
な
ろ
会
市
民
登
山

霧
日
時
H
6
月
2
9
日
㈲
霧
行
先
H
日
本
百

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ず
ま
や
ま

名
山
に
数
え
ら
れ
る
「
四
阿
山
」
雛
定
員

”
2
0
人
（
先
着
順
）
霧
参
加
費
H
6
千
円

（
中
学
生
以
下
3
千
円
）
霧
申
込
み
”
公

民
館
本
館
へ
。
※
詳
細
は
俵
山
功
（
夜
間

の
み
智
5
7
1
0
4
0
6
）
へ
。

え
ぶ
ろ
ん
ク
ツ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
目
6
月
3
日
㈹
（
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ

イ
ド
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
）
6
月
1
3
日
働

（
簡
単
に
で
き
る
初
夏
の
中
華
料
理
）
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分

霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
獲

参
加
費
“
5
百
円
霧
定
員
H
1
5
人
（
先
着

順
）
霧
申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
盈
5
2
1
3
1
0
7
）
へ
。

レ
デ
ィ
ー
ス
＆
ヤ
ン
グ

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
h
妻
有
9
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

雛
日
時
“
6
月
1
5
日
㈲
午
前
8
時
～
午
後

2
時
雛
集
合
場
所
H
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

霧
参
加
費
H
千
円
雛
申
込
み
H
6
月
9
日

㈲
ま
で
に
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
、
十

日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
ほ
か
籔
問
合
せ
H
渡
辺
進
（
盈
5

2
1
6

5
2
5
）
へ
。

－
一

〇

　　シートベルトを

　　　　必ず着用しましょう

　毎月4日～10日の1週間をシートベルト

着用を習慣化するための「シートベルト着

用強調週間」として設定しています。

（）累計4月中の交通事故発生状況

奪 発墾欝数 負傷慧数 彌嵩数

繋臼町市
9年 22（63） 22（67） 0（2）

8年 22（59） 25（70） 0（1）

〈家庭では》

oシートベルトの着用効果について、家族

みんなで話し合いましょう。

〈ドライバー・同乗者は〉

o車に乗車したら必ずシートベルトを着用

　することを習慣づけましょう。

○幼児を車に乗車させるときはチャイルド

　シートを利用しましょう。

綬徽虚
鑓’八1

．￥灘
、’ノ議

蕊鋤

蟻

「
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
つ
く
ろ
う
健
康
」

　
十
日
町
市
体
育
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
梧
澤
英
男

　
昭
和
21
年
2
月
に
1
2
団
体
が
参

加
し
て
十
日
町
体
育
協
会
が
結
成

さ
れ
、
5
0
年
余
り
の
年
月
が
経
過

し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
先
輩
各
位
の
ご
努
力

に
よ
り
協
会
も
幾
多
の
変
遷
を
み

ま
し
た
。
町
村
合
併
を
機
会
に
、

29

年
に
は
十
日
町
市
体
育
協
会
と

名
称
を
変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
59

年
に
は
総
合
体
育
館
の
竣
工
を
期

し
て
「
楽
し
も
う
ス
ポ
ー
ツ
・
つ

く
ろ
う
健
康
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
」
宣
言
を

行
い
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

推
進
と
健
康
増
進
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
の
十
日
町
市
体
育
協
会

は
、
3
5
の
単
位
協
会
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
単
位
協

会
の
方
々
が
地
域
住
民
の
競
技
力

の
向
上
や
健
康
・
体
力
の
維
持
・

増
進
に
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
実
績
に

つ
い
て
は
報
道
機
関
な
ど
を
通
し

て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
体
育
協
会
で
は
今
後

と
も
、
先
人
が
残
さ
れ
た
立
派
な

業
績
を
基
盤
に
役
員
の
皆
さ
ん
と

英
知
を
出
し
合
い
、
単
位
協
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
協
会
の
方
向
性

や
単
位
協
会
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
楽
し
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
こ

と
が
健
康
づ
く
り
に
は
大
切
で
す
。

十
日
町
市
体
育
協
会
へ
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が

　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
り
ま
す

吻
該
当
す
る
子
供
日
接
種
日
現
在
「
満
3

歳
～
小
学
校
入
学
前
」
で
次
に
該
当
す
る

子
①
1
期
初
回
（
1
～
4
週
間
隔
で
2
回

接
種
）
H
満
3
歳
に
達
し
た
子
と
、
今
ま
で

に
初
回
免
疫
の
済
ん
で
い
な
い
子
②
1
期

追
加
（
1
回
接
種
と
前
年
に
初
回
免
疫
の

済
ん
だ
子

吻
受
け
ら
れ
な
い
子
供
H
①
B
C
G
接
種

後
1
か
月
を
経
過
し
な
い
子
②
体
に
広
く

湿
し
ん
の
あ
る
子
③
発
熱
し
て
い
た
り
、

著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子

吻
注
意
す
る
こ
と
H
①
「
予
防
接
種
と
子

供
の
健
康
」
を
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

②
医
師
に
よ
る
予
診
（
視
診
、
聴
診
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
服
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

吻
持
参
す
る
物
H
①
母
子
健
康
手
帳
②
体

温
計
③
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
な

い
と
き
は
、
登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で
発

行
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も

ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

珍
そ
の
他
H
保
育
所
・
幼
稚
園
児
に
は
、

保
育
所
等
を
通
し
て
問
診
票
を
渡
し
ま
す
。

吻
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

へ
。＜日程表＞

対　象　地　区
接種月日　（曜） 受付

時間

接種
会場1回目 2回目

西・六箇・八箇小学校区 6月17日（幻 6月24日（火〉

午
後
1
4
5
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

十日町・赤倉小学校区 7月1日（火） 7月8日（火〉

下条・中条・東下組小学校区 7月11日㈹ 7月18日㈹

川　治　小　学校　区 7月17日（木） 7月24日休）

吉田・東小学校区 7月25日㈹ 8月1日㈹

水沢・飛一・飛二小学校区 7月29日（火） 8月5日（火）

成
人
無
料
歯
科
検
診

　
口
は
、
健
康
の
窓
口
で
す
。
皆
さ
ん
食

事
を
お
い
し
く
召
し
上
が
っ
て
ま
す
か
。

　
自
分
の
歯
に
比
べ
入
れ
歯
の
場
合
は
、

①
か
む
力
が
弱
い
。
②
歯
ご
た
え
が
な
い
。

③
味
覚
が
お
ち
る
。
④
温
度
感
覚
が
鈍
い
。

等
の
点
で
、
食
事
の
楽
し
み
が
半
減
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
べ
て
い
く
た
め

に
、
ま
た
歯
の
健
康
状
態
を
知
る
機
会
と

し
て
、
市
で
は
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
歯
科

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
虫
歯
予
防
デ
ー

に
無
料
で
歯
科
検
診
・
歯
科
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

吻
対
象
H
市
内
在
住
の
2
0
歳
以
上
の
人

砂
日
時
“
6
月
8
日
㈲
午
前
9
時
～
1
0
時

　
3
0
分

毎
場
所
H
保
健
セ
ン
タ
ー

吻
申
込
み
H
6
月
2
日
㈲
ま
で
に
健
康
福

　
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

甲6月の休日救急医

1日（日）

田中外科医院（田中町本通り）姪52－2403

上村病院　（中里村）費63－2111
8日（日）

庭野医院（寿町4）暦52－2711
15日（日）

富田医院　（神明町）盈52－3269

中条病院（北原）費57－3018
22日（日）

田中外科医院（田中町本通り）盈52－2403

29日（日）

池田医院（本町西1）盈52－2581

津南病院（津南町）岱65－3161

むし歯のないよい歯の子
　4月の3歳児健診を受けた子9人

者
司
栄
　
夫
昭
裕
樹
也
一

護
　
　
　
敏

保
隆
一
　
邦
芳
雅
尚
啓
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
ラ

　
ー
　
　
3
　
　
町
2
1
西
1

所
町
　
町
中
旭
　
　
3
東

論
島
酬
轟
鈴
鶉

　
／
〔
￥
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
一
子
や
弥
弓
葵
諒
世
光
渤
成

子の
陽
夢
妨
佑
真
　
　
　
　
佳
　
　
跳
智

歯

い
部
野
澤
山
橋
谷
村
中
達

よ

　
服
庭
仲
村
高
渋
上
田
安

6月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児／

11日
体）

午後1時10分

　～1時45分

5年12月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

19日
休）

午後1時10分

　～1時45分

7年12月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

25日
体）

午後1時10分

　～1時30分

9年2月
生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
17日
（火〉

午前9時30分

～10時15分

6年12月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

24日
（火〉

8年8月
生まれの乳児

麟講鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
祉課に取りに来てください。

※平成6年1月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。7月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、6月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

6月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター
2・9・16・23・3帽（月〉 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

10日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北か和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

19日㈲

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川 ↑

翔士

20日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館
27日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

6月の献血車
◆全血献血　6日㈹（午前）㈱関芳

　　　　　　　　　（午後）県立十日町病院

　　　　　　13日⑨（午前）水沢地区公民館

　　　　　　　　　（午後）島善織物㈱川治工場

＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時
◆成分献血　16日（月）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　1811年から1813年にかけて、古いお城が立っていた地点

（コモ市中心地）にテアドロ・ソチャーレというオペラ劇

場が建てられました。この劇場の特徴は、ステージと床席

を見渡すことができる場内周囲に造られた特別席（3階層）

と、さらにその上の夫井桟敷（2階層）、半円形の天井全体

に描かれた絵画懸す。ミラノのテアトロ・アッラ・スカー

ラ（スカラ座）は有名ですが、スカラ座が1944年に第2次

世界大戦で破壊されてしまった時には、その替わりとして

テアトロ・ソチャーレが使われました。

　劇場の照明は最初はロウソク、次いでガス設備が使われ

ていましたが、1899年5月16日夜の公演から電気に変わり

難

ました。この夜はアレッサンドロ・ボルタが電池を発見し

してから100年目を祝う記念日で、オテッロというオペラの

初日の公演日でした。初日の開演と、電気照明の点灯とい

う二つのイベントを期待に震えながら待っていた観客は、

半円形の天井に吊り下げられたシャンデリアがキラ星のご

とく輝いた時にびっくりし、場内は歓声に包まれました。

　1993年の新春コンサートでは、このすばらしい劇場で十

日町市のオペラ歌手・当重茜さんが“日本の心“を熱唱し、
かっさい

喝采をあびました。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
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目
色
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違
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ぴ
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き
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今
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の
菜
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な
か
な
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豊
杵
。

　
ひ
し
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老
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スクールNOW

新しい仲間
　　一わかたけ学級開設一

　　　川治小学校

漏．14

、．難

，態

　鯉 　
羅　
羅

』
、
蓬
；

繋
灘騨畷騰繍

灘

灘

蓬

．
磁

箋灘難

　．硬　　4年生の学級では「わかたけ学級調査隊」
　　濤
　秘　を組織し、自分たちでできることは何だろ

　　　うと話し合いをしました。優しい心、思い

　　　やりの心が確実に育まれています。

饗麹蒙

灘．齢題にしていまし々

　保護者の要請と市教育委員会のお骨おり

により、今年度から当校に「わかたけ学級」

が開設されました。

　当校では、互いに認め合い思いやりに満

ちた行動ができる子供を目指し、障害児教

育や国際理解教育の推進を重視しているの

で、「わかたけ学級」が開設されることは、

まさに適切な時期でした。

　教科によっては、普通学級の子供たちと

一緒に学びます。

　また、休み時間、だれかれとなくわかた

け学級を訪問し、トランプやボール遊びな

どを通し交流を深めています。

　先日、車イスを後ろから押してくれる子

供がいてとてもうれしかったと担当教師が

　
皆
さ
ん
、
6
・
7
ぺ
ー
ジ
の
「
第
1
回
十

日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
読
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
か
。
当
日
、
㊧
と
二
人
で
取
材
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。
「
河
川
敷
は
人
の
往
来

が
多
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
ゴ
ミ
な
ど
そ

ん
な
に
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
無
節
操
の
山
に

び
っ
く
り
。
6
ぺ
ー
ジ
の
写
真
の
有
様
だ
っ

た
わ
け
で
す
。

　
1
0
・
n
ぺ
ー
ジ
の
ま
ち
の
声
の
取
材
で
も

ゴ
ミ
の
話
が
で
ま
し
た
。
堀
さ
ん
（
旭
ケ
丘
）

た
ち
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
、
あ
ま
り
に
も
ゴ

ミ
が
目
に
つ
く
の
で
歩
き
な
が
ら
拾
い
だ
し

ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
買
物
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
最
近

は
目
に
し
な
い
そ
う
で
す
。
掘
さ
ん
た
ち
の

行
為
が
通
じ
た
の
で
し
よ
う
か
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
「
ポ
イ
捨
て
」
は
一
人

ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
で
す
。
つ
い
先
日
、
目
に

し
た
光
景
二
つ
。
妻
有
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
車
か
ら
下
り
て
タ
バ
コ
を
ポ
イ
捨
て
、

ナ
ン
バ
ー
は
長
岡
△
△
△
△
。
散
歩
中
、
愛

犬
の
糞
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
飼
い
主
、
あ
そ

こ
の
家
の
人
だ
と
思
い
ま
す
が
。
　
　
㊥

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の木

市の花
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